


　本 (ほん)カードは、文部 (もんぶ)科学 (かがく)省 (しょう)作成 (さくせい)“「生 (い)きる力 (ちから)」をはぐくむ学校 (がっこう)での安全 (あんぜん)教 (きょう)育 (いく)”を参考 (さんこう)に、学校 (がっこう)・地域 (ちいき)・家庭 (かてい)が協 (きょう)力 (りょく)をして児童 (じどう)生徒 (せいと)の安全 (あんぜん)を目指 (めざ)すために作成 (さくせい)いたしました。





名 (な)　前 (まえ)

　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

緊急 (きんきゅう)連絡先 (れんらくさき)

　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

○上記 (じょうき)の者 (もの)が事件 (じけん)・事故 (じこ)にまき込 (き)まれた場 (ば)合 (あい)、御連絡 (ごれんらく)をお願 (ねが)いします。










災害 (さいがい)や事故 (じこ)から身 (み)を守 (まも)るために
このハンドブックを活用 (かつよう)しましょう！


【学 (がっ) 校 (こう) 名 (めい)】
　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
【学校 (がっこう)住所 (じゅうしょ)】
　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
【学校 (がっこう)電話 (でんわ)番号 (ばんごう)】
　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿


事件 (じけん)・事故 (じこ)にあったら（見 (み)たら）……

【報告 (ほうこく)・連絡 (れんらく)】
○けいさつ（110番 (ばん)）、しょうぼう（119番 (ばん)）へ連絡 (れんらく)する。

○連絡 (れんらく)・報告 (ほうこく)するあいては……
　・ちかくにいる大人 (おとな)
　・おうちの人 (ひと)
　・学校 (がっこう)・・担任 (たんにん)の先生 (せんせい)など

○連絡 (れんらく)・報告 (ほうこく)するときは……
　・おちついて何 (なに)があったかはなす
　・できるだけこまかく、ていねいに


○通学路 (つうがくろ)「子 (こ)ども110番 (ばん)の家 (いえ)」

　子 (こ)ども110番 (ばん)の家 (いえ)の目印 (めじるし)や名前 (なまえ)



　子 (こ)ども110番 (ばん)の家 (いえ)の地図 (ちず)



安全 (あんぜん)
ハンドブック
（小学校１～３年生用）






















[bookmark: _GoBack]

この場所 (ばしょ)は安全 (あんぜん)？
　　　　　・落 (お)ちついて、まわりをよくみて！
　　　　　・まわりの人 (ひと)にたすけてもらう！ 
　　　　　・大人 (おとな)のいうことをきく
はい
いいえ




●事件 (じけん)・事故 (じこ)がおこったら？
・たてものから、とびださない。
・大人 (おとな)の話 (はな)しをよくきく。
・もっているにもつで、頭 (あたま)をまもる。
・ものがおちてきそうな場所 (ばしょ)や動 (うご)いてくるものがない場所 (ばしょ)にうつる。
・にげるのはゆれがおさまってから。

●事件 (じけん)・事故 (じこ)のすぐあとには？
（じしんのとき）
・ゆれがおさまってからあんぜんな場所 (ばしょ)にうつる。

（かみなり、強 (つよ)い風 (かぜ)のとき）
・ちかくのじょうぶなたてものににげる。
・まどやかべからはなれ、まん中 (なか)でかがむ。
・にげるところがないときは、大 (おお)きな木 (き)やでんちゅうからはなれてかがむ。

●安全 (あんぜん)にひなんしましょう！
・助 (たす)けてくれる人 (ひと)に名前 (なまえ)などをつたえる。
・助 (たす)けてくれる人 (ひと)の話 (はな)しをよくきく。
・大人 (おとな)といっしょにこうどうする。
・おうちの人 (ひと)がむかえに来 (く)るまでその場所 (ばしょ)をうごかない。











【事件 (じけん)・事故 (じこ)のすぐあとには？】




【安全 (あんぜん)にひなんしましょう！】





●事件 (じけん)・事故 (じこ)がおこったら？
・落 (お)ちついてこうどうする。
・けががなくても、まわりに助 (たす)けをもとめる。
・あとではなせるように事故 (じこ)のようすをおぼえておく。
・まわりの人 (ひと)に、自分 (じぶん)の
　　　　　　名前 (なまえ)・どこの学校 (がっこう)か、など
　　　　　　　　　　　　　　　　　を伝 (つた)える。

●事件 (じけん)・事故 (じこ)のすぐあとには？
・その場所 (ばしょ)をはなれない。
・大人 (おとな)の話 (はな)しをよくきく。
・助 (たす)けてくれる人 (ひと)に事故 (じこ)のようすをはなす。

●安全 (あんぜん)ににげましょう！
・けががなくてもすぐに帰 (かえ)らない。
・おうちの人 (ひと)がむかえに来 (く)るまで帰 (かえ)らない。




●事件 (じけん)・事故 (じこ)がおこったら？
・大 (おお)きな声 (こえ)をだし、ぼうはんブザーをならす。
・まわりの人 (ひと)にキケンをしらせる。
・不 (ふ)しん者 (しゃ)に声 (こえ)をかけられたら
　　○歩 (ある)き、自転車 (じてんしゃ)に乗 (の)った人 (ひと)から声 (こえ)をかけられた。
　　　　　　　・あいてにちかづかない
　　○自動車 (じどうしゃ)にのった人 (ひと)から声 (こえ)をかけられた。
　　　　　　　・車 (くるま)のドアよりまえに立 (た)つ。
　　　　　　　・車 (くるま)の進 (すす)むほうこうとはぎゃくににげる。

●事件 (じけん)・事故 (じこ)のすぐあとには？
・明 (あか)るいところ、人 (ひと)が通 (とお)っているところをめざしてにげる。
・にげるときも声 (こえ)をだし、まわりに知 (し)らせる。
・助 (たす)けてくれる大人 (おとな)になにがあったか話 (はな)す。
・すないようはできるだけこまかく伝 (つた)える。

●安全 (あんぜん)ににげましょう！
・できればおうちの人 (ひと)と連絡 (れんらく)をとる。
・おうちの人 (ひと)がむかえに来 (く)るまで帰 (かえ)らない。
災害 (さいがい)安全 (あんぜん)（地 (じ)しん・かみなり・とっぷう等 (など)）
交 (こう) 通 (つう) 安 (あん) 全 (ぜん)
生活 (せいかつ)安全 (あんぜん)（不 (ふ)しん者 (しゃ)被害 (ひがい)）
【事件 (じけん)・事故 (じこ)がおこったら？】
そのまま動 (うご)かない
場所 (ばしょ)をうつる
がっこう・おうち
ひなんばしょへ
ひ な ん

　　①まわりの人 (ひと)とひなん。

　　②助 (たす)けてくれる人 (ひと)のいうことをきく。
あんぜんかくほ













